



































との関与について high impactの journalに掲載されて
きた。また，以前から「腸脳相関」という言葉はあり
神経系やホルモン，サイトカインなどの共通の情報伝
達物質と受容体を介する経路が紹介されてきた。最
近の研究では，「bidirectional microbiota–gut–brain axis」
として腸脳相関の腸管側刺激因子と腸内常在菌が強く
関わっていることが明らかとなり，神経発達障害や脳
の発達と行動にも腸内細菌叢が影響する内容について
報告する。また，本学で行っているイヌの細菌叢解析
の preliminary dataも紹介する。
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